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I.I. 長江流域の概要長江流域の概要

長江流域の位置長江流域の位置

流域面積：流域面積：180180万万km2km2全長全長：：6,3006,300kmkm、、世界第世界第33位の長さ位の長さ中国の最大河川中国の最大河川



三峡三峡三峡三峡ダムダムダムダム三峡三峡三峡三峡ダムダムダムダム 武漢武漢武漢武漢武漢武漢武漢武漢 南京南京南京南京南京南京南京南京
上海上海上海上海上海上海上海上海

宜昌宜昌宜昌宜昌宜昌宜昌宜昌宜昌

上流上流上流上流上流上流上流上流

上流上流：：宜昌より上流宜昌より上流

長さ長さ4,5004,500kmkm

流域面積流域面積100100万万km2km2

湖口湖口湖口湖口湖口湖口湖口湖口

中流中流中流中流中流中流中流中流

中流中流：：宜昌宜昌--湖口湖口

長さ長さ960960kmkm

流域面積流域面積6868万万km2km2

下流下流下流下流下流下流下流下流

下流下流：：湖口より下流湖口より下流

長さ長さ840840kmkm

流域面積流域面積1212万万km2km2



長江本川縦断面図

宜昌宜昌宜昌宜昌

山地河川であり、
河床勾配が急で、
比較的に洪水氾濫
が少ない。。

上流上流上流上流

平野河川であり、
河床勾配が緩や
かで、洪水氾濫
が起こりやすく、
洪水防御の重点
地域である。

中下流中下流中下流中下流



4.金沙江流域4.烏江流域

3.上流区域3.ミントウ江流域3.洞庭湖流域

2.中流区域2.嘉陵江流域2 .ボーヤン湖流域

1.下流区域1. 漢江流域1.太湖流域

本川(順番：下流から上流へ)左岸(順番：下流から上流へ)右岸(順番：下流から上流へ)

太湖流域太湖流域太湖流域太湖流域

ボーヤンボーヤンボーヤンボーヤン湖湖湖湖
流域流域流域流域洞庭湖流域洞庭湖流域洞庭湖流域洞庭湖流域

烏江流域烏江流域烏江流域烏江流域

漢江流域漢江流域漢江流域漢江流域

嘉陵江流域嘉陵江流域嘉陵江流域嘉陵江流域

ミントウミントウミントウミントウ江江江江
流域流域流域流域

下流区域下流区域下流区域下流区域

中流区域中流区域中流区域中流区域

上流区域上流区域上流区域上流区域

金沙江流域金沙江流域金沙江流域金沙江流域



流域面積が8万km2以上の支川

小流域名 支川名 流域面積
（km2）

年平均流量
（m3/s）

河道延長
（km）

落差
（m）

金沙江 雅砻江 128,000 1,914 1,637 4,420

ミントウ江 ミントウ江 133,000 2,850 735 3,560

嘉陵江 嘉陵江 160,000 2,120 1,120 2,300

烏江 烏江 87,920 1,690 1,037 2,124

洞庭湖 湘江 93,376 2,070 844 756

洞庭湖 沅 江 88,451 2,070 1,022 1,462

漢江 漢江 159,000 1,640 1,577 1,962

ボウヤン湖 幹江 80,948 2,130 751 973

湖の名前 位置 水位（m） 面積（km2） 容量（亿
m3）

平均水深
（m）

ボウヤン湖 江西省 21.0 3,583 248.9 6.9

洞庭湖 湖南省 33.5 2,623 167.0 6.4

太湖 江蘇省 3.1 2,425 51.5 2.1

巣湖 安徽省 10.0 820 36.0 4.4

洪湖 湖北省 25.0 402 7.5 1.9

梁子湖 湖北省 17.0 334 5.7 1.7

長江中下流の主要の湖



中国７大河川の比較

河川名
長さ

（ｋｍ）
流域面積
（ｋｍ２）

平均年間流出量

(108m3)
中国総水資源
に占める割合 备注

長江 6,300 1,808,500 9,755 34.7% 南部河川

黄河 5,464 752,443 570 2.0% 北部河川

松花江 2,308 557,180 742 2.6% 北部河川

珠江 2,214 453,690 3,360 11.9% 南部河川

遼河 1,390 228,960 148 0.5% 北部河川

海河 1,090 263,631 264 0.9% 北部河川

ワイ河 1,000 269,283 351 1.2% 北部河川

長江の水資源長江の水資源



長江流域の経済長江流域の経済

←「長江三角洲」と
呼ばれており、
経済発展が最も
速い地域である

南京

杭卅

長江

漢江

丹江口ダム

宜昌宜昌

上流上流
中下流中下流

三峡ダム

嘉陵江

全流域の総生産高は全国の４０％近くを占めており、中下全流域の総生産高は全国の４０％近くを占めており、中下
流の総生産高は流域全体の流の総生産高は流域全体の7575％を占めている。％を占めている。

重慶市
武漢市

上海



長江の舟運長江の舟運

長江は国内で舟運が最も発達した河川で、特に長江は国内で舟運が最も発達した河川で、特に
長江本川は「黄金水路」と言われている長江本川は「黄金水路」と言われている

上海上海上海上海上海上海上海上海南京南京南京南京南京南京南京南京

（（（（河口河口河口河口からからからから（（（（河口河口河口河口からからからから437437437437437437437437ｋｍ）ｋｍ）ｋｍ）ｋｍ）ｋｍ）ｋｍ）ｋｍ）ｋｍ）

22222222万万万万ﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝ級級級級万万万万ﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝ級級級級

武漢武漢武漢武漢武漢武漢武漢武漢

（（（（河口河口河口河口からからからから（（（（河口河口河口河口からからからから1,1431,1431,1431,1431,1431,1431,1431,143kmkmkmkmkmkmkmkm））））））））

5,0005,0005,0005,0005,0005,0005,0005,000ﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝ級級級級ﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝ級級級級

重慶重慶重慶重慶重慶重慶重慶重慶

（（（（河口河口河口河口からからからから（（（（河口河口河口河口からからからから2,429 2,429 2,429 2,429 2,429 2,429 2,429 2,429 km)km)km)km)km)km)km)km)

1,5001,5001,5001,5001,5001,5001,5001,500ﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝ級級級級ﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝ級級級級

臨湘臨湘臨湘臨湘臨湘臨湘臨湘臨湘

（（（（河口河口河口河口からからからから（（（（河口河口河口河口からからからから1,3531,3531,3531,3531,3531,3531,3531,353kmkmkmkmkmkmkmkm））））））））

3,0003,0003,0003,0003,0003,0003,0003,000ﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝ級級級級ﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝ級級級級

長江本川長江本川長江本川長江本川長江本川長江本川長江本川長江本川



II.II.長江流域の気象・水文特徴長江流域の気象・水文特徴
1. 1. 降雨特徴降雨特徴

長江流域はモンスーンの影響を受ける地域にあり、長江流域はモンスーンの影響を受ける地域にあり、
春夏秋冬の四季がはっきりしている春夏秋冬の四季がはっきりしている

洪水を引き起こすのが豪雨である洪水を引き起こすのが豪雨である

豪雨の分類豪雨の分類：：

日降雨量日降雨量 > 50> 50mm : mm : 豪雨豪雨

日降雨量日降雨量=100=100～～200200mm : mm : 大豪雨大豪雨

日降雨量日降雨量> 200> 200mm : mm : 特大豪雨特大豪雨

豪雨の発生時期豪雨の発生時期：：

上流域上流域 : : 44－－1010月月

中下流域中下流域 : : 22－－1111月月



２２. . 洪水特徴洪水特徴

11））洪水発生の原因洪水発生の原因

長江流域の洪水のほとんどが豪雨で起こる。長江流域の洪水のほとんどが豪雨で起こる。

22））洪水発生の時期洪水発生の時期

洪水と豪雨の時間・空間分布が一致している。洪水と豪雨の時間・空間分布が一致している。

洪水期：洪水期：4 4 ～～1010月，月，主要洪水期間：主要洪水期間：6 6 ～～88月月

３３））洪水規模と継続時間洪水規模と継続時間

長江洪水のピーク流量とボ長江洪水のピーク流量とボ

リュームが大きく、継続時間が長い。リュームが大きく、継続時間が長い。
例えば、宜昌での流量は平均として例えば、宜昌での流量は平均として
２年に一回２年に一回50,00050,000m3/sm3/sを超えている。を超えている。
5454年と年と9898年洪水の継続時間は３ヶ月年洪水の継続時間は３ヶ月
を超えた。を超えた。

5454年と年と9898年洪水の水位曲線年洪水の水位曲線((漢口水文観測漢口水文観測
所所))

13

15

17

19

21

23

25

27

29

31

1/4 16/4 1/5 16/5 31/5 15/6 30/6 15/7 30/7 14/8 29/8 13/9 28/9 13/10 28/10

日/月

1954

1998

Warning stage: 27.3m

水位(m)

警戒水位

３ヶ月間



４４））洪水の種類洪水の種類

①洪水の発生時期①洪水の発生時期

一般には、上流より中下流のほうが早く、左岸支川より一般には、上流より中下流のほうが早く、左岸支川より
右岸支川のほうが早い。右岸支川のほうが早い。

②洪水の重ねあい②洪水の重ねあい

異常天気で、上流と中下流の洪水、左岸異常天気で、上流と中下流の洪水、左岸 と右岸の洪水と右岸の洪水
が重ねあうと、本川にはが重ねあうと、本川には9898年のような大洪水が発生する。年のような大洪水が発生する。

③洪水のタイプ③洪水のタイプ

局地洪水：豪雨が一部の地域に集中して、他の地域に降雨局地洪水：豪雨が一部の地域に集中して、他の地域に降雨
量が少ない場合、局地洪水が発生する。量が少ない場合、局地洪水が発生する。

全流域大洪水：全流域に豪雨が降り、上流と中下流の洪水、全流域大洪水：全流域に豪雨が降り、上流と中下流の洪水、
左 岸 と 右 岸 の 洪 水 が 重 ね あ う と 、 全 流 域 大 洪 水左 岸 と 右 岸 の 洪 水 が 重 ね あ う と 、 全 流 域 大 洪 水
が発生するが発生する。。



III.III.長江の洪水歴史と重点治水地域長江の洪水歴史と重点治水地域
1. 1. 長江の歴史洪水長江の歴史洪水

長江の歴史洪水には、実測の歴史洪水と歴史痕跡水長江の歴史洪水には、実測の歴史洪水と歴史痕跡水
位調査による歴史洪水の２種類がある。位調査による歴史洪水の２種類がある。

長江水文観測の歴史

1865年 漢口水位観測開始

1873年 上海雨量観測開始

1922年 漢口、九江、湖口、大通の流量観測開始

1949年（本格的水
文観測の開始）

水文観測所104箇所、水位観測所219箇所、雨
量観測所19箇所

1990年 水文観測所823箇所、水位観測所456箇所、雨
量観測所5106箇所

長江の水文観測の歴史が長いが、本格的に水文観長江の水文観測の歴史が長いが、本格的に水文観
測を始めたのは新中国建国の年の測を始めたのは新中国建国の年の19491949年であった。年であった。



長江水文観測の歴史は長江水文観測の歴史は5050年程度だけであるから、年程度だけであるから、1/501/50のの
洪水より大きい設計洪水等を精確に算出するために歴史痕洪水より大きい設計洪水等を精確に算出するために歴史痕
跡水位調査による歴史大洪水の流量を推定する必要がある。跡水位調査による歴史大洪水の流量を推定する必要がある。

歴史洪水 宜昌観測所ピーク）流量（m3/s 順位（大—

小）

痕跡水位調査による
歴史大洪水

1153年洪水 92，800 4

1227年洪水 96，300 2

1560年洪水 93，600 3

1613年洪水 81，000 8

1788年洪水 86，000 6

1796年洪水 82，200 7

1860年洪水 92，500 5

1870年洪水 105，000 1

実測大洪水

1931年洪水 64，600

1935年洪水 56，900

1949年洪水 58，100

1954年洪水 66，800

1998年洪水 63，300

主要歴史大洪水主要歴史大洪水

18701870年洪水は、約年洪水は、約1/8001/800の洪水と推定されている。の洪水と推定されている。 19541954年洪水は、年洪水は、2020世紀の最大洪水である。世紀の最大洪水である。



２２..長江の治水重点地域長江の治水重点地域

（１）長江上流域（洪水被害が比較的少ない地域）（１）長江上流域（洪水被害が比較的少ない地域）

長江長江上流域の洪水は長江の支川で発生し、その特徴は日本の洪水上流域の洪水は長江の支川で発生し、その特徴は日本の洪水
に良く似ている。即ち、上流域の支川の河床勾配が急で、洪水到達時に良く似ている。即ち、上流域の支川の河床勾配が急で、洪水到達時
間が早い。このため、鉄砲水や土石流がよく発生する。しかし、上流間が早い。このため、鉄砲水や土石流がよく発生する。しかし、上流
域において、局地洪水が発生するだけで、その影響範囲が限定される域において、局地洪水が発生するだけで、その影響範囲が限定される
ため、あまり治水工事を行っていないのが実情である。ため、あまり治水工事を行っていないのが実情である。

（２）長江中下流域（洪水防御の重点地域）（２）長江中下流域（洪水防御の重点地域）

長江中下流域は、長江上流本川と中下流支川の土砂が長期にわ長江中下流域は、長江上流本川と中下流支川の土砂が長期にわ
たって堆積して形成された沖積平野である。地形的には洪水が発生しやたって堆積して形成された沖積平野である。地形的には洪水が発生しや
すく、中国の中で洪水の発生頻度と被害程度が最も高い地域の一つであすく、中国の中で洪水の発生頻度と被害程度が最も高い地域の一つであ
る。さらに、中下流域に人口と資産が集中しており、大洪水による破堤る。さらに、中下流域に人口と資産が集中しており、大洪水による破堤
や溢水が起こると、中下流域のみならず中国全体の社会経済に壊滅的なや溢水が起こると、中下流域のみならず中国全体の社会経済に壊滅的な
打撃を与える打撃を与える 。このため、。このため、長江中下流域は洪水防御の重点地域である。長江中下流域は洪水防御の重点地域である。



（３）長江中下流の最上流ー荊江河道区間（最重要治水地域）（３）長江中下流の最上流ー荊江河道区間（最重要治水地域）

湖北省の枝城から湖南省の城稜磯までの長さ約湖北省の枝城から湖南省の城稜磯までの長さ約400400kmkmの河道区間をの河道区間を
荊江と呼ぶ。さらに枝城から藕池口までを上荊江、藕池口から城稜磯ま荊江と呼ぶ。さらに枝城から藕池口までを上荊江、藕池口から城稜磯ま
でを下荊江としている。荊江は山地から平野に流れ出した部分にあたるたでを下荊江としている。荊江は山地から平野に流れ出した部分にあたるた
め、ここで土砂が堆積しやすい。その結果、至るところで蛇行河道を形成め、ここで土砂が堆積しやすい。その結果、至るところで蛇行河道を形成
している。特に下荊江の蛇行が著しい。している。特に下荊江の蛇行が著しい。

長江治水の重要河道区間ー荊江長江治水の重要河道区間ー荊江

下荊江：延長下荊江：延長240240ｋｍ、直線距離ｋｍ、直線距離8080ｋｍｋｍ



IV.IV.長江の治水計画と主要治水施設長江の治水計画と主要治水施設
1.1.長江治水計画の歴史変遷長江治水計画の歴史変遷

17301730年以前：年以前：

氾濫原において、住民と資産が少なく、計画のない土地利用が行わ氾濫原において、住民と資産が少なく、計画のない土地利用が行わ
れた。れた。

17301730年～年～19201920年年 ：：

氾濫原の開発利用が洪水氾濫の原因の一つであることが意識されたが、氾濫原の開発利用が洪水氾濫の原因の一つであることが意識されたが、
当時、中国には現代的な治水技術と手段がなく、系統的に治水計画を策当時、中国には現代的な治水技術と手段がなく、系統的に治水計画を策
定することができなかった。定することができなかった。

19201920年～年～19491949年年 ：：

氾濫原に住民と資産が急速に増えたので、土地が足りなくなり始めた。氾濫原に住民と資産が急速に増えたので、土地が足りなくなり始めた。
一方、それまでに、長江で一方、それまでに、長江で18601860年、年、18701870年、年、19311931年と年と19351935年のような大年のような大
洪水が発生したので、湖、遊水地等、洪水調節の空間を確保する必要が洪水が発生したので、湖、遊水地等、洪水調節の空間を確保する必要が
あった。このような状況で、当時、「あった。このような状況で、当時、「蓄洪墾殖蓄洪墾殖」（輪中堤を作ることに」（輪中堤を作ることに
より、川の州や湖の周辺の干拓地を、大洪水の年に遊水地、中小洪水のより、川の州や湖の周辺の干拓地を、大洪水の年に遊水地、中小洪水の
年に田圃とする）という政策が打ち出された。この政策は、今現在の遊年に田圃とする）という政策が打ち出された。この政策は、今現在の遊
水地に大量の人口と資産が集中している最初の原因である。水地に大量の人口と資産が集中している最初の原因である。



19491949年～年～19541954年年 ：：

19491949年は、中華人民共和国の建国の年であり、丁度この年、長江に大年は、中華人民共和国の建国の年であり、丁度この年、長江に大
洪水が発生した。これをきっかけに、荊江に重点を置いた長江中下流の洪水が発生した。これをきっかけに、荊江に重点を置いた長江中下流の
治水計画を本格的に策定し始めた。治水計画を本格的に策定し始めた。

19511951年に、年に、33段階の長江治水戦略を立てた。第一段階：（観測データの段階の長江治水戦略を立てた。第一段階：（観測データの
ある）歴史洪水の最高水位を目標に堤防の嵩上げと補強を行なう。第二ある）歴史洪水の最高水位を目標に堤防の嵩上げと補強を行なう。第二
段階：江漢平野（荊江北岸）、洞庭湖平野（荊江南岸）、武漢、ボーヤ段階：江漢平野（荊江北岸）、洞庭湖平野（荊江南岸）、武漢、ボーヤ
ン湖平野等重点地域を洪水から守るために、段階的に遊水地を建設し、ン湖平野等重点地域を洪水から守るために、段階的に遊水地を建設し、
これらの重点地域の治水基準を向上させる。第三段階：社会経済発展とこれらの重点地域の治水基準を向上させる。第三段階：社会経済発展と
歩調をあわせて、計画的に長江上流本川と支川にダムを建設し、長江の歩調をあわせて、計画的に長江上流本川と支川にダムを建設し、長江の
洪水災害を根治させる。洪水災害を根治させる。

19521952年４月に、荊江治水情勢の緊迫性を考慮し、荊江大堤（左岸堤年４月に、荊江治水情勢の緊迫性を考慮し、荊江大堤（左岸堤
防）の嵩上げと補強を行なうとともに、荊江分洪区の建設を開始し、洪防）の嵩上げと補強を行なうとともに、荊江分洪区の建設を開始し、洪
水期になる前に工事が終了できるように、水期になる前に工事が終了できるように、3030万人の労働者を動員し、万人の労働者を動員し、7575
日という短い期間で工事を完成させた。日という短い期間で工事を完成させた。



19541954年～年～19981998年年 ：：

19541954年に、年に、2020世紀最大の洪水が発生し、荊江分洪区へ洪水を分流し、計画世紀最大の洪水が発生し、荊江分洪区へ洪水を分流し、計画
的に人工破堤を行なった結果、重点堤防と重要都市が確保されたが的に人工破堤を行なった結果、重点堤防と重要都市が確保されたが 、自然、自然
破堤箇所が多く、被害が非常に大きかった。破堤箇所が多く、被害が非常に大きかった。

19551955年に、中央政府は長江流域全体を計画・管理する長江水利委員会を設年に、中央政府は長江流域全体を計画・管理する長江水利委員会を設
立することに決定し、立することに決定し、19561956に中央政府直轄の組織として正式発足させた。に中央政府直轄の組織として正式発足させた。

19571957年に、長江水利委員会は、長江流域全体の治水計画を策定し、その中年に、長江水利委員会は、長江流域全体の治水計画を策定し、その中
でで19541954年洪水を治水計画の基準とし、年洪水を治水計画の基準とし、19601960年代初頭、三峡ダムを建設するこ年代初頭、三峡ダムを建設するこ
とを提案した。とを提案した。

19601960年代初頭から年代初頭から19761976年までの間、文化大革命により、全国のすべての経年までの間、文化大革命により、全国のすべての経
済活動が停滞した。済活動が停滞した。

19801980年代、三峡ダムが建設されるまでの暫定治水工事として堤防の嵩上げ年代、三峡ダムが建設されるまでの暫定治水工事として堤防の嵩上げ
と遊水地の新規建設を行なった。と遊水地の新規建設を行なった。19941994年年1212月に三峡ダムの建設が始まった。月に三峡ダムの建設が始まった。

19981998年以降年以降 ：：

19981998年に、年に、19541954年洪水に次ぐ大洪水が発生した。これをきっかけに、中国年洪水に次ぐ大洪水が発生した。これをきっかけに、中国
政府は、構造的対策のみに依存した従来の治水政策を、構造的対策（ハード政府は、構造的対策のみに依存した従来の治水政策を、構造的対策（ハード
対策）と非構造的対策（ソフト対策）を組み合わせた洪水管理政策に転換し対策）と非構造的対策（ソフト対策）を組み合わせた洪水管理政策に転換し
た。また、た。また、19541954年洪水を防御基準とした堤防の高さを維持する方針を決めた。年洪水を防御基準とした堤防の高さを維持する方針を決めた。



２２..長江の治水計画と主要治水施設長江の治水計画と主要治水施設

（１）日本と中国の治水計画策定方法の相違（１）日本と中国の治水計画策定方法の相違

日本の治水計画策定方法：日本の治水計画策定方法：

地域の重要性、既往洪水群、事業効果等

河川の重要度

計画規模の決定 実績降雨群

計画降雨群

引き伸ばし率2倍以下

流出計算と河道洪水追跡計
算（ダム、遊水地、河道改
修等、計画の治水工事を考
慮しない）

流出計算と河道洪水追跡
計算（ダム、遊水地、河
道改修等、計画の治水工
事を考慮する）

基本高水の決定

計画高水の決定



中国の治水計画策定方法：中国の治水計画策定方法：

長江のような大河川で、日本の河川のように基本高水と計画高水を長江のような大河川で、日本の河川のように基本高水と計画高水を
算出するのが困難である。その理由として、主に算出するのが困難である。その理由として、主に33つある。つある。

①流域が大きく、降水の空間分布が極めて不均一である。同一時間帯①流域が大きく、降水の空間分布が極めて不均一である。同一時間帯
で、大豪雨の降る地域もあれば、全然雨の降らない地域もある。で、大豪雨の降る地域もあれば、全然雨の降らない地域もある。

②洪水の継続時間が長く、流出量（ボリューム）が大きい。洪水の確②洪水の継続時間が長く、流出量（ボリューム）が大きい。洪水の確
率を算定する際、洪水ピーク流量とボリュームの両方を考慮する必要が率を算定する際、洪水ピーク流量とボリュームの両方を考慮する必要が
ある。ある。

③同一洪水であっても、基準地点によって洪水確率が全然違うことが③同一洪水であっても、基準地点によって洪水確率が全然違うことが
ある。ある。

よって、中国の大河川では、一般に実績最大洪水を防御基準とする。よって、中国の大河川では、一般に実績最大洪水を防御基準とする。
洪水再現期間は、対象地点の実測流量を用いて算出する。洪水再現期間は、対象地点の実測流量を用いて算出する。



（２）長江の治水計画（２）長江の治水計画

長江では、観測データのある歴史最大洪水としての長江では、観測データのある歴史最大洪水としての19541954年洪水を年洪水を
洪水防御基準としている。この治水目標を達成するために、堤防、分洪水防御基準としている。この治水目標を達成するために、堤防、分
洪区、ダム、河道改修等の治水施設を計画・建設してきた。洪区、ダム、河道改修等の治水施設を計画・建設してきた。
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19491949年以降の長江の治水基準は次の通りである。年以降の長江の治水基準は次の通りである。

19491949－－19541954年：年：

19311931年洪水を洪水防御基準とし、年洪水を洪水防御基準とし、19311931年洪水と年洪水と19491949年洪水の最高水位のい年洪水の最高水位のい
ずれかの大きい方を堤防の設計水位とした。ずれかの大きい方を堤防の設計水位とした。

19541954－－19981998年：年：

19541954年洪水を洪水防御基準とし、年洪水を洪水防御基準とし、堤防の設計水位が堤防の設計水位が19541954年洪水の最高水年洪水の最高水
位より位より0.50.5～～1.01.0mm高くなるように堤防を整備した高くなるように堤防を整備した。。

19981998年以降：年以降：

19981998年洪水の最高水位は多くの地点で年洪水の最高水位は多くの地点で19541954年洪水のそれを越えたが、堤年洪水のそれを越えたが、堤
防をさらに嵩上げすれば、潜在的な危険性が増えることから、堤防の設計防をさらに嵩上げすれば、潜在的な危険性が増えることから、堤防の設計
水位を維持している。水位を維持している。

長江本川主要地点の現況治水基準（洪水再現期間長江本川主要地点の現況治水基準（洪水再現期間））

河道区間 堤防のみ 堤防＋遊水地

荊江 約10年 約40年

城陵磯 約10年 約100年

武漢 20-30年 約200年

湖口 約10年 約100年



((３）主要治水施設（堤防、分洪区、ダム、河道改修）３）主要治水施設（堤防、分洪区、ダム、河道改修）

①① 堤防堤防

長江流域の堤防は、本川と支川の堤防と輪中堤の長さを合わせると、長江流域の堤防は、本川と支川の堤防と輪中堤の長さを合わせると、
30,00030,000kmkmもあり、そのうち、本川堤防の長さはもあり、そのうち、本川堤防の長さは3,6003,600kmkmである。本川堤防である。本川堤防
は長期間にわたって少しずつ建設されてできたものである。は長期間にわたって少しずつ建設されてできたものである。

長江堤防には３つの重要水位がある。即ち、水防水位、警戒水位と設計長江堤防には３つの重要水位がある。即ち、水防水位、警戒水位と設計
水位である。水位である。

③③③③③③③③設計水位設計水位設計水位設計水位設計水位設計水位設計水位設計水位

①①①①①①①①水防水位水防水位水防水位水防水位水防水位水防水位水防水位水防水位
②②②②警戒水位警戒水位警戒水位警戒水位②②②②警戒水位警戒水位警戒水位警戒水位



長江流域の堤防は長江流域の堤防は33タイプと分類されている。タイプと分類されている。タイプ１タイプ１：：II級堤防（重点級堤防（重点
堤防）。堤防）。タイプタイプ22：：IIII級堤防（重要堤防）。級堤防（重要堤防）。タイプ３タイプ３：一般堤防（輪中堤：一般堤防（輪中堤
等を含む）。等を含む）。

一級堤防一級堤防 二二級堤防級堤防

一般一般堤防堤防



現況堤防のみによる治水基準と現況河道流下能力は次の現況堤防のみによる治水基準と現況河道流下能力は次の
表と図に示す通りである。表と図に示す通りである。

河道区間 流下能力(m3/s) 治水基準

荊江 約50,000 約10年

城陵磯 約60,000 約10年

武漢 約70,000 20-30年

湖口 約80,000 約10年

長江本川主要地点の現況河道流下能力と治水基準（洪水再現期間長江本川主要地点の現況河道流下能力と治水基準（洪水再現期間））

長江本川中下流の現況河道流下能力図長江本川中下流の現況河道流下能力図

荊江荊江荊江荊江荊江荊江荊江荊江
約約約約約約約約50,00050,00050,00050,00050,00050,00050,00050,000

城陵磯城陵磯城陵磯城陵磯
約約約約約約約約60,00060,00060,00060,00060,00060,00060,00060,000

武漢武漢武漢武漢
約約約約約約約約70,00070,00070,00070,00070,00070,00070,00070,000

湖口湖口湖口湖口
約約約約約約約約80,00080,00080,00080,00080,00080,00080,00080,000

洞庭湖洞庭湖洞庭湖洞庭湖洞庭湖洞庭湖洞庭湖洞庭湖 ボーヤンボーヤンボーヤンボーヤン湖湖湖湖ボーヤンボーヤンボーヤンボーヤン湖湖湖湖



②② 分洪区（遊水地）分洪区（遊水地）

19541954年洪水は、荊江分洪区への分流と自然破堤による氾濫水の総量は年洪水は、荊江分洪区への分流と自然破堤による氾濫水の総量は
1,0231,023億億m3m3である。現況堤防の設計水位はである。現況堤防の設計水位は19541954年洪水の最高水位より年洪水の最高水位より0.50.5mm
～～1.01.0ｍ高いので、ｍ高いので、19541954年洪水の約年洪水の約530530億億m3m3の氾濫水は河道から安全に流下の氾濫水は河道から安全に流下
できる。残りの約できる。残りの約500500億億m3m3の氾濫水は遊水地で対処する。このため、の氾濫水は遊水地で対処する。このため、19521952
年にできた荊江分洪区（貯水容量年にできた荊江分洪区（貯水容量5454億億m3m3））とは別にとは別に19801980年代前半で年代前半で44つのつの
遊水地が新規建設された。遊水地が新規建設された。

５つの分洪区５つの分洪区((遊水地遊水地))の容量配分図の容量配分図

河道区間 治水基準

荊江 約40年

城陵磯 約100年

武漢 約200年

湖口 約100年

現況堤防＋分洪区の治水基準現況堤防＋分洪区の治水基準

（洪水再現期間）（洪水再現期間） １１１１つのつのつのつの分分分分１１１１つのつのつのつの分分分分
洪区洪区洪区洪区としとしとしとし洪区洪区洪区洪区としとしとしとし
てててて考考考考えらえらえらえらてててて考考考考えらえらえらえら
れているれているれているれているれているれているれているれている



③③ ダムダム

長江流域には長江流域には4.564.56万個のダムがあり、その総貯水容量が万個のダムがあり、その総貯水容量が1420.51420.5億億m3m3にもにも
達するが、そのほとんどは灌漑と発電のために建設されたダムである。治達するが、そのほとんどは灌漑と発電のために建設されたダムである。治
水を主目的として建設されたダムは長江の支川水を主目的として建設されたダムは長江の支川――漢江にある丹江口ダムだ漢江にある丹江口ダムだ
けである。けである。

現在建設中で現在建設中で20092009年に完成予定の三峡ダムは、荊江を守ることを主目的年に完成予定の三峡ダムは、荊江を守ることを主目的
とする多目的ダムであり、その治水容量はとする多目的ダムであり、その治水容量は221.5221.5億億m3m3となる。となる。

三峡ダム三峡ダム

堤防のみ 堤防＋
遊水地

堤防＋
三峡ダム

堤防＋
遊水地＋
三峡ダム

荊江 約10年 約40年 100年 約1000年

三峡ダム建設後の三峡ダム建設後の荊江の治水基準（洪水再現期治水基準（洪水再現期

間）間）



なぜ三峡ダムが必要なのか？なぜ三峡ダムが必要なのか？

宜昌で、宜昌で、11531153年～現在の約年～現在の約850850年間、年間、80,00080,000ｍｍ3/3/ss以上の流量は以上の流量は88回発生しており、枝城で回発生しており、枝城で

18601860とと18701870年洪水の最大流量は年洪水の最大流量は110,000110,000ｍｍ3/3/ssに達した。枝城でのに達した。枝城での80,00080,000ｍｍ3/3/ss流量の確率再現期流量の確率再現期
間は約間は約4040年である。枝城より上流は山地で遊水地を建設できないので、荊江の治水基準を年である。枝城より上流は山地で遊水地を建設できないので、荊江の治水基準を4040年年

以上とするために、三峡ダムを造る以外の治水代替案がない。以上とするために、三峡ダムを造る以外の治水代替案がない。

宜
昌

枝
城

三 ダ
峡 ム

荊江

枝城での現況流下能力
堤防のみ：約60,000ｍ3/s
堤防+遊水地：約80,000ｍ3/s

三峡ダムができたら、遊水地がいらなくなるか？三峡ダムができたら、遊水地がいらなくなるか？

三峡ダムの治水容量は、荊江の治水基準を三峡ダムの治水容量は、荊江の治水基準を100100年とするために決定された。荊江より下流の年とするために決定された。荊江より下流の

本川に対し、支川が多いため、三峡ダムの治水効果が限定されている。本川に対し、支川が多いため、三峡ダムの治水効果が限定されている。

現況堤防＋三峡ダムの治水効果（破線：浸水区域）現況堤防＋三峡ダムの治水効果（破線：浸水区域）

18701870187018701870187018701870年洪水年洪水年洪水年洪水がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合年洪水年洪水年洪水年洪水がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合 19351935193519351935193519351935年洪水年洪水年洪水年洪水がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合年洪水年洪水年洪水年洪水がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合 19541954195419541954195419541954年洪水年洪水年洪水年洪水がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合年洪水年洪水年洪水年洪水がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合



三峡ダムとは別に、三峡ダムとは別に、20202020年までに、長江の上流と支川に年までに、長江の上流と支川に1313個のダムを個のダムを
建設することを計画しており、その総治水容量は建設することを計画しており、その総治水容量は122122億億m3m3に達する。に達する。

三峡ダムより上流の三峡ダムより上流の1313個のダム位置分布図個のダム位置分布図

三峡三峡三峡三峡ダムダムダムダム三峡三峡三峡三峡ダムダムダムダム



④④河道改修河道改修

長江の河道改修工事として、護岸、浚渫、ショートカットがある。長江の河道改修工事として、護岸、浚渫、ショートカットがある。

例えば、地すべりが起こりやすい河道区間で、例えば、地すべりが起こりやすい河道区間で、12001200kmkmの護岸を行なっての護岸を行なって
きた。きた。

下荊江河道のショートカット下荊江河道のショートカット

19651965からから19721972年の間に、下荊江において、年の間に、下荊江において、22回の人工ショートカットと回の人工ショートカットと11
回の自然ショートカットがあり、下荊江の延長が回の自然ショートカットがあり、下荊江の延長が7878kmkm短縮され、流下能力短縮され、流下能力
がが30003000m3/sm3/s増えた。増えた。



((４）非構造的治水対策（ソフト対策）４）非構造的治水対策（ソフト対策）

中国で、非構造的治水対策の理念は中国で、非構造的治水対策の理念は19801980年代初頭に導入されたが、本年代初頭に導入されたが、本
格的に実施し始めたのは格的に実施し始めたのは19981998年洪水以降のことであった。長江流域におい年洪水以降のことであった。長江流域におい
て、具体的なソフト対策として、次のようなものがある。て、具体的なソフト対策として、次のようなものがある。

①① 洪水警報・予報システムの改良と新規作成洪水警報・予報システムの改良と新規作成

②超過洪水対策案の作成②超過洪水対策案の作成

③治水施設（堤防、河道、ダム、遊水地、水門等）の操作と管理の改善③治水施設（堤防、河道、ダム、遊水地、水門等）の操作と管理の改善

④氾濫原管理（土地利用と生産構造の調整、洪水破ハザートマップの作④氾濫原管理（土地利用と生産構造の調整、洪水破ハザートマップの作
成等）成等）

⑤法制度の整備（防洪法、遊水地内洪水被害補償政策の策定等）⑤法制度の整備（防洪法、遊水地内洪水被害補償政策の策定等）



V.V. 19981998年洪水後の治水政策転換年洪水後の治水政策転換
19981998年洪水をきっかけに、構造的対策（ハード対策）と非構造的対策（ソフト対年洪水をきっかけに、構造的対策（ハード対策）と非構造的対策（ソフト対

策）を組み合わせた洪水管理政策に転換した。策）を組み合わせた洪水管理政策に転換した。

洪水中の洪水中の19981998年年88月に、朱鎔基前首相は月に、朱鎔基前首相は3232文字の治水方針文字の治水方針を発表した。を発表した。19981998年年1010月月

に水利部はに水利部は33つの追加政策つの追加政策を打ち出し、合わせてを打ち出し、合わせて77つの中央政府の政策はつの中央政府の政策は19981998年以降に年以降に
全国の治水政策として使われてきた。全国の治水政策として使われてきた。

3232文字の方針：文字の方針：

①① 封山植樹、退耕還林封山植樹、退耕還林

（伐採のための入山を禁じ、植樹する。急傾斜地の耕地を森林に戻す。）（伐採のための入山を禁じ、植樹する。急傾斜地の耕地を森林に戻す。）

②② 退田還湖、平垸行洪退田還湖、平垸行洪

（干拓地の田圃を湖に戻す。輪中堤を撤去し、洪水を円滑に流す。）（干拓地の田圃を湖に戻す。輪中堤を撤去し、洪水を円滑に流す。）

③③ 以工代賑、移民建鎮以工代賑、移民建鎮

（救済の代わりに河川工事の仕事を与える。遊水地内の住民を移転させ、洪水に安全（救済の代わりに河川工事の仕事を与える。遊水地内の住民を移転させ、洪水に安全 なな
町を建設する。）町を建設する。）

④④ 加固幹堤、疎浚河道加固幹堤、疎浚河道

（本川の堤防を補強する。河道を浚渫し、流下能力を確保する。）（本川の堤防を補強する。河道を浚渫し、流下能力を確保する。）



水利部の水利部の33つの追加政策つの追加政策は次の通りである。は次の通りである。

⑤分洪区内の避難道路、安全区、安全楼の充実⑤分洪区内の避難道路、安全区、安全楼の充実

⑥ダムの新規建設⑥ダムの新規建設

⑦ソフト対策としての充実（遊水地洪水補償政策、氾濫原管理等）⑦ソフト対策としての充実（遊水地洪水補償政策、氾濫原管理等）



VI.VI.長江洪水管理の問題点と課題長江洪水管理の問題点と課題
19981998年洪水をきっかけに、構造的対策（ハード対策）と非構造的対策（ソフト対年洪水をきっかけに、構造的対策（ハード対策）と非構造的対策（ソフト対

策）を組み合わせた洪水管理政策に転換した。策）を組み合わせた洪水管理政策に転換した。

（１）ハードとソフト治水対策の最適組合せ（１）ハードとソフト治水対策の最適組合せ

19981998年洪水以降、ハードとソフト対策を併用する洪水管理政策に転換した。先進年洪水以降、ハードとソフト対策を併用する洪水管理政策に転換した。先進
国の治水経験からみれば、治水基準が高いほど、人口と資産が流域に集中するので、国の治水経験からみれば、治水基準が高いほど、人口と資産が流域に集中するので、

ハードとソフト対策をどのように組み合わせれば、治水効果が一番よいかを検討するハードとソフト対策をどのように組み合わせれば、治水効果が一番よいかを検討する
必要がある。必要がある。

（２）堤防の質の問題（２）堤防の質の問題

長江の堤防は長期にわたって少し長江の堤防は長期にわたって少し
ずつ建設してできたものである。堤防ずつ建設してできたものである。堤防

の延長が長く、堤防のどこにどのようの延長が長く、堤防のどこにどのよう
な危険が潜んでいるか、すべての危険な危険が潜んでいるか、すべての危険
箇所を検出する方法がない。このため、箇所を検出する方法がない。このため、
堤防の高さが十分であっても、洪水期堤防の高さが十分であっても、洪水期

間に、人海戦術により、間に、人海戦術により、11日日2424時間で時間で
堤防を巡視する。堤防を巡視する。



（３）（３） ダムの数と安全問題ダムの数と安全問題

長江流域に数多くのダムがあり、安全に問題のあるダムが少なくない。このため、長江流域に数多くのダムがあり、安全に問題のあるダムが少なくない。このため、
毎年の洪水期に入る直前に、専門家をダム現場に派遣し、ダムの安全検査を行う。毎年の洪水期に入る直前に、専門家をダム現場に派遣し、ダムの安全検査を行う。

（４）（４） 氾濫原・遊水地の管理問題氾濫原・遊水地の管理問題

氾濫原・遊水地の管理と政策の策定が遅れており、必要な時に遊水地等へ分流す氾濫原・遊水地の管理と政策の策定が遅れており、必要な時に遊水地等へ分流す
ることが困難である。例えば、ることが困難である。例えば、19981998年洪水は荊江の設計水位を超えたが、当時、人口年洪水は荊江の設計水位を超えたが、当時、人口

と資産の多い遊水地には洪水補償政策がなく、安全施設（避難道路、安全区域、安全と資産の多い遊水地には洪水補償政策がなく、安全施設（避難道路、安全区域、安全
楼等）が非常に足りなかったので、遊水地へ洪水を分流することを極力回避した結果、楼等）が非常に足りなかったので、遊水地へ洪水を分流することを極力回避した結果、
洪水情勢が非常に緊迫した。洪水情勢が非常に緊迫した。

荊江分洪区の建設当時（荊江分洪区の建設当時（5252年）と現在の人口比較表年）と現在の人口比較表

50万人16万人

(24万人のうち、8万人を分
洪区外へ移住させた）

54億m3 921km2 

荊江分洪区の人
口(現在)

荊江分洪区の

人口（52年）

荊江分洪区
貯水容量

荊江分洪区
面積



（５）気象水文観測所の数（５）気象水文観測所の数

長江流域には、雨量と水文観測所の密度が依然として低く、洪水警報・予報の精長江流域には、雨量と水文観測所の密度が依然として低く、洪水警報・予報の精
度を高めるために、気象水文観測所の数を増やす必要がある。度を高めるために、気象水文観測所の数を増やす必要がある。

（６）（６） 洪水被害の評価洪水被害の評価

中国には、洪水被害を評価するための基礎情報（流域内の資産統計データ、浸水中国には、洪水被害を評価するための基礎情報（流域内の資産統計データ、浸水
深毎の被害率等）が足りないため、治水施設の経済効果や洪水被害額を正確的に算出深毎の被害率等）が足りないため、治水施設の経済効果や洪水被害額を正確的に算出

することが難しい。することが難しい。
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